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海外情報

メキシコ産豚肉の日本向け輸出の取り組み
～チルド豚肉の輸出拡大による差別化～

調査情報部　大西　未来、小林　大祐

１　はじめに

メキシコは、世界第７位の豚肉消費国であ

り、その消費の半分を輸入で賄う、日本に次

ぐ世界第２位の豚肉輸入国でもある（表１）。

一方、ロインなど国内の需要が低い部位を

中心に輸出も行ってきた。輸出量の７割は日

本向けが占め、メキシコにとって日本は最大

の輸出先となっている。

近年、メキシコでは人口増加や所得向上に

より食肉消費量が増加し、国内の豚肉価格が

上昇している。これに伴い輸出競争力が弱ま

り、2022年以降の輸出量は減少傾向にある。

一方、2024年、日本にとってメキシコは

第４位の豚肉輸入先である（図１）。細やか

な規格への対応が可能として、とんかつや

しゃぶしゃぶなどの外食店に仕向けられて

　メキシコの豚肉企業は、国内需要の高まりを受けて輸出量を調整しつつ、冷蔵豚肉の輸出
に注力することで、ブラジル産などの冷凍品と差別化を図り、高付加価値化を進めている。
最大の輸出先である日本向けには、さまざまな部位を引き続き安定的に供給する意向を示し
ている。遅延や抜港といった海上輸送の課題はあるものの、さらなる衛生管理技術の向上に
より、将来的には賞味期限の延長も可能との見通しを示している。

【要約】

表１　世界の豚肉需給（2024年）

順位
生産量

順位
輸出量

順位
輸入量

順位
消費量

国・地域 千トン 国・地域 千トン 国・地域 千トン 国・地域 千トン
1 中国 57,060 1 米国 3,227 1 日本 1,487 1 中国 58,269
2 EU 21,250 2 EU 3,014 2 メキシコ 1,470 2 EU 18,336
3 米国 12,612 3 ブラジル 1,531 3 中国 1,306 3 米国 9,922
4 ブラジル 4,500 4 カナダ 1,435 4 英国 752 4 ロシア 4,098
5 ロシア 4,315 5 チリ 262 5 韓国 739 5 ベトナム 3,880
6 ベトナム 3,785 6 ロシア 220 6 フィリピン 596 6 ブラジル 2,972
7 カナダ 2,090 7 メキシコ 216 7 米国 521 7 メキシコ 2,844
8 メキシコ 1,590 8 英国 181 8 香港 257 8 日本 2,751
9 韓国 1,455 9 中国 97 9 カナダ 243 9 韓国 2,176
10 日本 1,288 10 オーストラリア 48 10 オーストラリア 226 10 フィリピン 1,576

資料：米国農務省「Production, Supply and Distribution」
注１：中国は香港を含まない。
注２：数量は枝肉換算ベース。
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いるほか、冷蔵（チルド）豚肉の価格優位性

から、近年は小売店でも取り扱いが増加する

など、重要な輸入先となっている。

本稿では、25年６～７月に実施した現地

調査を踏まえ、メキシコの豚肉消費動向を探

るとともに、日本向けを中心とした輸出をめ

ぐる状況を確認し、今後の輸出見通しを報告

する。

なお、本文中の為替相場は、三菱UFJリ

サーチ＆コンサルティング株式会社「月末・

月中平均の為替相場」2025年８月末TTS相

場の１メキシコペソ＝ 8.88円を使用した。

（１）生産

メキシコ農牧漁業情報局（SIAP）によると、

2024年 の 豚 肉 生 産 量 は188万2461ト ン

（前年比6.4％増）、飼養頭数は1980万頭（同

1.4％増）といずれも増加傾向で推移してい

る（図２）。また、メキシコ国内での豚肉需要

の高まりなどから、同年の米国からメキシコ

への繁殖母豚輸出頭数が、４万2687頭（同

10.5倍）と大幅に増加しており、増頭意欲

は高まりを見せている。

一方で、一部地域では豚流行性下痢（PED）

や豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）が確認

されており、豚肉生産への影響が懸念されて

いる。メキシコの主要豚肉生産州はハリスコ

州、ソノラ州、ユカタン州、プエプラ州、ベ

ラクルス州であり、これら上位５州で国内豚

肉総生産量の約７割を占める（図３）。この

うち、第２位の生産量を誇るソノラ州で24

年に発生したPRRSは南下してハリスコ州で

も確認されており、同国北部地域の豚飼養頭

数は一時的に減少している。ソノラ州の豚肉

企業によると、25年末にかけて頭数は回復

見込みとされている。また、米国農務省海外

農業局（USDA/FAS）によると、生産コス

トの削減や豚価の改善、衛生管理対策への投

資などにより、25年のメキシコの豚肉生産

量は増加（同1.9％増）が見込まれている。

２　需給動向
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図１　日本の豚肉輸入先別輸入量（2024年）

資料：財務省「貿易統計」
注１：HSコード「0203」。
注２：部分肉換算した数値である。
注３：くず肉を含む。
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図２　豚肉生産量と飼養頭数の推移

資料：�SIAP（メキシコ農牧漁業情報局）、COMECARNE
（メキシコ食肉評議会）

　注：2024年の飼養頭数は推定値。
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（２）消費

2024年のメキシコの豚肉消費量は325万

1957トン（前年比6.7％増）と、増加傾向

で推移している（図４）。これは、人口の増

加や、所得向上に伴う中流階級の増加により

食肉消費の機会が増えていることが要因で

あり、牛肉、鶏肉とともに消費が拡大してい

る。ただし、国内での貧富の差が大きい中で、

高所得層は牛肉と豚肉ではバックリブやバラ

肉などの特定部位を、中低所得層は安価な部

位の豚肉や鶏肉を中心に消費する傾向は変

わっていないとされる。

メキシコ人は、伝統的に3B（おいしい、

安 い、 見 た 目 が 良 い〈Bueno、 Barato、 

Bonito〉）の肉を好む。このため消費部位と

しては、安価であり、煮込み料理やタコス、

ハムなどに好んで用いられるモモ肉の消費が

多くなっている。しかし、豚肉価格の上昇に

より、同じく安価な部位であるウデや肩の消

費も増加している。

また、世界的な傾向と同様に、消費者は品

質と価格に加えて調理の簡便さを求めてお

り、スーパーマーケットにはready-to-cook

やready-to-eatなどの簡単に食せる付加価

値商品が数多く並んでいる（写真１、２）。

②ソノラ州

①ハリスコ州

④プエプラ州

③ユカタン州
⑤ベラクルス州

州 生産量（トン） 全体に占める割合（％）

ハリスコ州 426,287 22.6

ソノラ州 320,178 17.0

ユカタン州 241,488 12.8

プエプラ州 191,838 10.2

8.8390,661州スルクラベ

図３　豚肉生産量 上位５州（2024年）

資料：SIAP「Anuario Estadístico de la Producción Ganadera」
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図４　畜種別消費量

資料：COMECARNE
　注：2024年は推定値。
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一方、レストランを中心に、肩ロースやロー

ス（ロイン）、ヒレ、バラ、ほほ肉（脂が多い

ことからバラの代用となる）といった、比較

的高価格な部位も消費されるようになってき

ている。これまで、豚肉は「レストランで食

べるもの」という認識がなかったが、シェフ

が豚肉の可能性を探り、さまざまな調理方法

（厚みの工夫や、香辛料や調味料との新たな

組み合わせなど）を考案してきた結果、新た

な部位が消費されるようになってきている。

メキシコ食肉評議会（COMECARNE）が

20年に実施した調査によると、豚肉の購買

先として、精肉店（豚肉企業による直営店も

含むとみられる）が59％、地元市場（ウェッ

トマーケット）が17％、スーパーマーケッ

トが９％とされている（図５）。その他にも、

メキシコの伝統的な青空市場である移動式市

場（ティアンギス）は、特定の曜日に開かれ

る市場であり、ここでは、より鮮度が高いと

される食肉を求める人々の利用が依然として

多い。特に地方部では、精肉店やこのような

市場の利用率が高くなっている（写真３、４）。

メキシコ小売業協会（ANTAD）によると、

中高所得層を中心にオンラインでの生鮮食品

写真１　スーパーマーケットで
販売されるさまざまな半調理商品

写真３　ウェットマーケット 写真４　精肉店

写真２　エンチラーダ用の加工製品
（チリ風味の乾燥豚肉）

精精肉肉店店
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地地元元市市場場
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食料品店
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移動式市場
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個人商店
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その他

2%

図５　豚肉購買先

資料：COMECARNE2020



畜 産 の 情 報 　 2025. 10 73

購入者が増えているものの、食肉に関しては

購買習慣に変化は見られず、実店舗での購入

がほとんどである。

コラム１　タコスにとどまらないメキシコの豚肉料理

　豚肉はメキシコで古くから馴染みのある食材であり、さまざまな料理がある。特にモモ肉

が広く使用され、タコスやポソレ（煮込み料理）のほか、タマレス（具材をバナナの葉など

で包み蒸した料理）や、ファヒータ（細切り肉のグリル）などに用いられる。

　メキシコではトルティーヤをよく目にするが、中に包む食材はさまざまであり、日本で目

にするキャベツやトマトを挟んだ「タコス」とは異なり、バリエーションに富んでいる。豚

肉を使用したものとしては、「パストール」や「コチニータ・ピビル」の人気が高く、豚肉

の皮を揚げた「チチャロン」も量販店などで目にする機会が多い（コラム１－図）。

　また、料理ではないが、スモークした豚ロー

ス 肉（ チ ュ ー レ タ・ ア ウ マ ー ダ：chuleta 

ahumada）の人気も高い（コラム１－写真）。

こちらは加工品扱いとなり、輸出すると関税が

高額になることから、主に国内向けの商品と

なっている。

コチニータ・ピビル
ベニノキの種子から抽出したアナ
トーやオレンジジュースなどに漬け
込んだ豚肉の塊をバナナの葉で包
み、地中に埋めて蒸し焼きにしたも
のをトルティーヤに包んだ料理。

タマレス
トウモロコシの粉をスープやラード
で練ったものに具材を入れ、バナナ
の葉で蒸したもの。地域によって
様々な種類がある。

ポソレ
「ひき割りトウモロコシ」という意味の、
具だくさんのコーンスープ

チチャロン
豚肉の皮を油で揚げたもの。

パストール
調味料に漬け込んだ豚肉を串に刺して、
焼いたものを切り落とし、トルティーヤに
乗せ、パイナップルとともに食べる料理。

ファヒータ
アメリカ生まれのテクスメクス料理でグ
リルしたお肉（牛・豚・鶏肉）を細く切り、
トルティーヤ生地で巻いて食べる。
※画像は牛肉のファヒータ

   

コラム１－図　さまざまな豚肉料理

資料：現地関係者への聞き取りを基に機構作成
　注：矢印は発祥地であり、料理は全国で消費されている。

コラム１－写真　スモークした豚ロース肉
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（３）生体および豚肉価格

2025年の生体豚価格は、PRRS発生によ

る飼養頭数の減少から過去５年で最も高い水

準となっている（25年１〜７月平均生体豚

１キログラム当たり49ペソ：約435円）（図

６）。USDAによると、メキシコの市場に出

回る生体豚の飼養期間は平均で５カ月である

が、24年の年初から中頃にかけてPRRSが

散発的に発生したため、この時期に生まれた

子豚は頭数が少なく、それらが出荷される

24年後半から25年初にかけて豚肉の生産量

が一時的に減少した時期があったことなどか

ら、生体豚価格は上昇していた。

また、豚枝肉卸売価格も24年後半から高

値で推移しており、25年の豚肉生産量はお

おむね前年を上回って推移しているものの、

25年２～６月は高止まりしている（図７）。

物流、衛生対策のコスト上昇などにより輸入

の大半を占める米国産の輸入価格が上昇して

いることなどから、国産品の価格も上昇して

いる。このような国産豚肉の価格の上昇は、

メキシコ国内で安価なブラジル産の輸入量を

増加させる要因になっている。

（４）輸入

メキシコで消費される豚肉の約半分は輸入

によって賄われている。2024年の豚肉輸入

量は、161万9864トン（前年比9.7％増）

と前年をかなりの程度上回った（図８）。米

国とは陸続きであり、米国の主産地から陸送

で３日程度と比較的早く輸送できることなど

から、米国産は輸入量全体の約83％を占め

ており、モモを中心に、肩、ウデ、内臓など、

さまざまな部位が輸入されている。
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図６　生体価格

資料：SNIIM（全国市場情報統合システム）
　注：�2021年１月のデータは新型コロナウィルス感染症

拡大の影響のためN/A。
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図７　枝肉卸売価格

資料：SNIIM
　注：�2021年１月のデータは新型コロナウィルス感染症

拡大の影響のためN/A。
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図８　豚肉輸入量の推移（国別）

資料：COMECARNE
注１：枝肉、カット肉、内臓を含む。
注２：2024年は推定値。
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地元市場などでの購入が多いメキシコで

は、「衛生上の理由から、豚肉はよく加熱し

て食べるもの」との考え方が根強く残ってい

る。 こ う し た 中、 米 国 食 肉 輸 出 連 合 会

（USMEF）は「衛生管理が徹底された食肉

であれば過度な加熱は不要であり、栄養面で

も優れる」との教育活動を実施するとともに、

米国産豚肉の衛生管理や品質の高さをアピー

ルすることで、差別化を図っている。また、

国内産よりも米国産の方がやや高価格な中

で、モモなど低価格部位での競合を避け、ロー

スやヒレ、バラ肉といった高価格部位の販売

を強化している（写真５）。

（５）輸出

COMECARNEによると、2024年のメキ

シコの輸出量は18万319トン（前年比9.0％

減）と前年をかなりの程度下回った。最大の

輸出先は、日本向けが12万7550トン（全

体の71％）、次いで米国向け（19％）、韓国

向け（６％）となっている（図９）。中国向

けは中国での豚肉輸入需要の低下に伴い、

20年に急増した輸出量はそれ以降大幅に減

少している。近年、輸出量は前年を下回って

推移していたものの、USDA/FASによると、

25年は日本や韓国などアジア市場への輸出

量減少が見込まれることから、輸出量は大幅

に減少（前年比16.3％減）すると予測され

ている。

現地聞き取りによると、１）メキシコ北部

でPRRSの発生により豚肉飼養頭数が一時的

に減少傾向にあること、２）メキシコの豚肉

輸出量１位の豚肉企業であるKekén社（ユ

カタン州）では大幅な増頭見込みはないとし

ていること、３）国内での豚肉価格上昇によ

り輸出するよりメリットがあること―などか

ら、直近では輸出量の大幅な増加は見込まれ

ないとされる。しかしながら、収益を上げる

ために、メキシコ国内で消費されない部位を

輸出に仕向ける動きは今後も続くとみられ

る。
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図９　豚肉輸出量の国別推移

資料：COMECARNE
注１：冷蔵および冷凍の枝肉、カット肉、内臓肉を含む。
注２：2024年は推定値。

写真５　米国産の豚肉
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３　日本向けの輸出動向

（１）日本におけるメキシコ産豚肉の輸
入概況

メキシコから日本への豚肉輸出が始まった

のは、1980年代前半からである。97年に

それまで日本の主要豚肉輸入先であった台湾

で口蹄疫が発生し、輸入が停止されたことに

より、メキシコが輸入先の有力な選択肢に入

るようになった。当初はユカタン州とソノラ

州のみからの輸出であったが、徐々に許可地

域が拡大し、2015年にはメキシコ全土から

の輸入が許可された。メキシコから日本向け

の輸出は、１）安価な労働力、２）豚肉企業

のインテグレーション経営による効率化、３）

手先の器用さを強みとした細やかな規格対応

―などを背景に拡大していった。

一方で、22年をピークに輸入量は減少し

てきている（図10）。この要因として、２（５）

に記載の要因に加え、１）為替相場が円安、

メキシコペソ高であること、２）冷凍で価格

優位性のあるブラジル産が台頭してきている

こと―などがあり、状況が改善されない限り、

メキシコからの輸入量の大幅な増加は見込ま

れないとみられている。

こうした中、メキシコは日本向けの冷蔵豚

肉輸出に注力するようになった。19年と比

べ、24年の冷蔵豚肉の輸出比率は10.4％か

ら38.0％へと拡大している。

この要因としては、１）豚肉の生産余力が限

られる中、より高価格で販売可能、２）冷凍と

比べて資金の回転効率が良い、３）安価な冷

凍豚肉を輸出するブラジル産との差別化が図

れる、４）冷蔵については米国産、カナダ産

と比べて価格優位性がある―といった利点が

挙げられる。一方で、度々の遅延や抜港（注１）

が発生する不安定なサプライチェーンは、冷

蔵豚肉輸出拡大の課題となっている（この点

は本章の（３）で詳しく説明）。

日本は、ロインなどの高価格部位を中心に、

リブ、バラ、ウデ、肩ロース、ヒレ、バック

ファット（背脂肪）など、さまざまな部位を

セットで輸入している。中でも、肩ロースや

バラは現地消費と競合しないことから、価格

優位性があるとされる。また、とんかつなど

外食用の豚肉については、重量（１枚当たり

グラム数）や規格を厳格に取り決めているほ

か、付加価値製品などもあることから、日本

はプレミアム（一定額の上乗せ）を支払って

いる。こうした背景から、メキシコ産の豚肉

輸入品価格を主要国産（冷凍品は輸入上位５

カ国）と比較すると、冷蔵、冷凍ともにメキ

シコ産の価格が最も高くなっている（図11、

12）。

（注１）船が天候やスケジュールの都合などにより、寄港を予定
していた港を飛ばすこと。
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図10　�日本におけるメキシコ産豚肉の輸入量
の推移（冷蔵・冷凍別）

資料：財務省「貿易統計」
注１：部分肉換算した数値である。
注２：くず肉を含む。
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（２）メキシコから見た日本向け輸出の
メリットとデメリット

一方、メキシコ豚肉企業などへの聞き取り

から、日本向け輸出のメリットとデメリット

を整理すると、表２の通りとなる。利点とし

ては、高価格部位を中心に、安定的かつ大量

に複数の部位を輸入していることが挙げら

れ、少子高齢化が進む中でも豚肉消費量は依

然として多いことから、今後も有望な市場と

捉えられている。他方、課題としては、均一

性など厳格な規格への対応が求められる中

で、両国の物価水準や為替の影響もあり、日

本は価格の安さを求める国との印象が強まっ

ていることがある。

このため、豚肉企業では、背脂肪厚などの

規格を緩めて工数を減らすことや、包装材の

コストを下げるといった工夫を通じて、コス

ト削減の方法を模索している。また、串差し

や糸巻き、薄切りスライスといった一次加工

品は手間に見合わないため輸出が減少してお

り、加工も日本で行われるようになってきて

いる。

他の主要輸出先を見ると、第２位の米国向

け（注２）と第３位の韓国向けについて、日本よ

りも高値での販売が可能といった利点があり

米国

カナダ

メキシコ
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（年）

図11　輸入冷蔵品価格

資料：財務省「貿易統計」
注１：HSコード「0203.1」。
注２：輸入額÷輸入量による算出であり、部位は問わない。
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図12　輸入冷凍品価格

資料：財務省「貿易統計」
注１：HSコード「0203.2」。
注２：�輸入額÷輸入量による算出であり、部位は問わない。

表２　日本へ輸出するメリットとデメリット
項目 メリット デメリット その他

規格
日本の規格に対応が可能であれ
ば、他国向けの規格への対応は
可能である。

肉や脂肪の厚みの均一性を数mm
単位で求められる。

細かい規格に対応できるように
指導を行っている。

価格
ロースなど高価格部位を購入し
てくれるので、高値での販売が
可能である。

円安の影響を受けている。
日本の消費者はとにかく安いも
のを求めている。
冷凍品についてはブラジル産が
台頭している。

価格の安さを重視するため、
パッキング材のコストを下げた
り、スペックを緩くして、工数
を減らしている。

加工品について 付加価値製品として高値で販売
できる。

一部の商品は日本とメキシコ間
で価格が合わなくなっている。

柔らかいテイストになるように
お肉をたたくなどの対応も行っ
ている。

資料：現地関係者への聞き取りを基に機構作成
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つつも、それぞれに課題も抱えている（表３）。

また、メキシコ政府はフィリピン政府と豚

肉の輸出解禁に向けた交渉を行っており、今

後、輸出（冷凍）が解禁された場合には、同

国における旺盛な需要に加え、日本と異なり

厳格な規格が不要であり低コストであること

から、日本向けの一部が振り替えられると見

込まれている。現地豚肉企業としては早々の

市場開放を期待しているものの、いまだ解禁

には時間を要するとの声も聞かれている。

（注２）米国-メキシコ-カナダ協定（USMCA：United States-
Mexico-Canada Agreement）により、３国間では農畜産物の
輸出入が活発に行われている。トランプ大統領就任以降、諸外国
からの輸入品に関税を課す動きがみられるものの、2025年８月
末時点では、USMCAの原産地規則を満たす製品については適用
除外となっており、これにはメキシコ産の豚肉も含まれる。

（３）日本向け海上輸送経路

ア　輸送経路の概況

メキシコの豚肉主産地には、北部（ソノラ

州）、中部（ハリスコ州など）、南部（ユカタ

ン州）がある。南部から輸出する場合、メキ

シコ国内を横切って西海岸のマンサニーヨ港

から輸送される（冷蔵豚肉）か、プログレソ港

からパナマ運河経由で輸送（冷凍豚肉）され

る（図13）。また、メキシコから日本に向かう

表３　日本以外の主要輸出先
国名 輸入量（2024年） 主要部位 メリット デメリット

米国 ３万4027トン バラ 輸出量が多く、日本よりも高値で購入。 セット販売でなく、
単体部位での購入である。

韓国 １万1432トン 肩ロース、バラ 日本よりも高値で購入してくれる。 購入数量や頻度に波がある。

コートジボワール 1395トン 骨（少量の肉付き） 国内消費の少ない部位を輸出できる。 ―

フィリピン （輸出解禁待ち） 需要が旺盛。規格があまり厳格でない。 冷蔵品の輸出ができない。

資料：COMECARNE推定値（輸出量）、その他は現地関係者への聞き取りを基に機構作成
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冷凍品のみ
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混雑・遅延
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メ

デ
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デメリット

ラサロカルデナス港

図13　メキシコ豚肉の主な海上輸送経路

資料：現地関係者への聞き取りを基に機構作成
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船は、南米諸国から北上した船舶がマンサ

ニーヨ港やエンセナーダ港を経由するのが主

流となるが、近年、ラサロカルデナス港など

別の港を経由する船が増加し、輸送が遅延す

る傾向にある。

このため、各社は製品の保管方法による賞

味期限を考えながら、輸出港を都度選択して

いる。メキシコから日本向け輸出には、主に

三つの港（エンセナーダ港、マンサニーヨ港、

プログレソ港）が使用されているが、それぞ

れにメリットとデメリットがある（表４）。

エンセナーダ港は日本に最も近い港であ

り、北部企業を中心に利用されているが、マ

ンサニーヨ港と比較すると抜港のリスクがあ

る。

マンサニーヨ港は、メキシコ最大の港であ

り、抜港のリスクは低いものの、陸送中の道

路渋滞や、港湾の混雑から積み込みまでの所

要時間が長いのが課題とされる。こうした中、

シェインバウム政権は「マンサニーヨの港を

ラテンアメリカ最大の港に変える」と宣言し

ており、拡張工事が完了すると20フィート

コンテナを、年間約1000万個処理できるよ

うになるとされる。現地聞き取りによると、

拡張工事の予算は確保されているものの、コ

ンテナヤード（注３）やバース（注４）の大規模工事

が予想されることに加え、台風なども通過す

る地域であることなどから、拡張には時間を

要すると見込まれている。

プログレソ港は、日本をはじめ米国、韓国、

シンガポールなどへの冷凍製品の輸出に使用

されている。パナマ運河で発生した干ばつに

よる通航制限の影響は改善しており、大きな

遅延は見られなくなっている。

（注３）保税地域にあるコンテナ（外国から運ばれてきたコンテ
ナや輸出予定のコンテナ）の一次保存場所。

（注４）船舶が入港後、貨物の積み下ろしのために着岸する場所。

イ　日本向け輸送の課題

冷蔵豚肉輸出の最大の課題は、「抜港のリ

スク」である。メキシコの港は台風や遅れな

どの影響で抜港になることがある上に、日本

も抜港されることがあり、メキシコと日本間

の海上輸送サービスには確実性がないとされ

る。日本の港が抜港となると、韓国の釜山な

どで積み替えを行い日本へ運搬されるが、

表４　各港の特徴

港名 所要日数
（遅延＋７日） メリット デメリット

エンセナーダ港 24日
（31日）

貨物の取扱数量が少なくコンテナが再
検査対象になっても、基本的に予定通
りに船積みが可能。

寄港する船が少なく、抜港になること
もある。

マンサニーヨ港 28日
（35日）

メキシコ最大の港であり、基本的には
抜港されない。
アジア向けのヤードが二つある。
拡張工事が予定されている。

港までの道路が混雑している。
港に到着しても、コンテナの積み込み
に時間がかかる。
コンテナが再検査対象になると当日の
船積みは厳しい。
まれに陸送中、メキシコシティ周辺で
強盗に遭遇することがある。

プログレソ港 55日 パナマ運河の通行による遅延などがな
くなった。

時間を要する輸送ルートであり、冷蔵
製品の輸出は難しい。

資料：現地関係者への聞き取りを基に機構作成
　注：所要日数は、パッカーへの聞き取りによるものであり工場出荷から横浜港到着までの日数。
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積み替えに失敗すると、賞味期限の関係で船

上凍結を余儀なくされる。顧客は冷蔵品を求

めているため、豚肉企業はキャンセルまたは

代替品の準備をしなくてはならない。

豚肉企業は業界団体（メキシカンポーク

〈MPEA〉）を通じて船舶会社へ改善要請を

行っているものの、状況は改善されず、抜本

的な改善は困難と見込まれている。このため、

日本の輸入事業者からは「メキシコ産冷蔵豚

肉の賞味期限自体を延長することが必要」と

の声が聞かれている。

コラム２　メキシコにおける労働力の現状と賃金

　メキシコの人口は増加傾向で推移する中、経済活動人口もおおむね増加傾向で推移してい

る（コラム2－図１）。

　2024年の食品製造業従事者数は88

万3591人（前年比0.2％減）と前年

と同水準になり、食肉処理従事者は

７万6001人（同1.3％減）と前年を

わずかに下回った（コラム2－図２）。
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コラム２－図１　メキシコ経済活動人口の推移

資料：メキシコ国立統計地理情報院（INEGI）
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コラム２－図２　メキシコの食品製造業従事者数

資料：COMECARNE
　注：2024年は推定値。
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　豚肉企業への聞き取りによると、一般的に、食肉処理加工労働は、１）朝が早く夜が遅い、

２）工場までの交通の便が悪い、３）工場内の温度が低い（２～７度））―といった理由か

ら離職率は低くないものの、給料の上乗せや、企業によるバス通勤といった福利厚生の充実

により、労働力の確保に努めているとの声が聞かれた。

　一方、メキシコ政府は労働者保護の一環として、最低賃金の引き上げを行った。25年１

月１日から施行されている北部国境地

域を除く一般最低賃金は、日額278.8

メキシコペソ（約2476円）となって

いる。給料水準が高い企業では特に影

響がないとみられるものの、給与はメ

キシコ内でも北部は高く南部は低いと

されるなど地域差があり、安価な労働

力の確保を強みとしていた企業は、今

後コスト増につながる可能性がある。

　INEGIによると、メキシコ国内の賃

金指数は上昇傾向とされ、25年は最高

値を記録している（コラム２－図３）。

　食肉加工業界の年間報酬総額を見る

と、24年は182億700万ペソ（前年比

6.4％増、1616億7816万円）となり、

年々右肩上がりで推移していることが

分かる（コラム2－図４）。24年の労

働者（工場で加工作業を行う者）賃金

は19年と比較して約3.4倍となってお

り、労働者の賃金上昇がうかがえる。

　また、25年第１四半期（１～３月）

の産業分野別実質GDP成長率は、前年

同期比0.8％増と堅調であり、今後も

拡大が見込まれている。
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コラム２－図３　メキシコ国内の賃金指数

資料：INEGI
注１：非農業部門の雇用者数を基にした指標。
注２：2018年の賃金指数を100とした各年の賃金指数。
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コラム２－図４　食肉加工業界における
年間総報酬額およびその内訳

資料：COMECARNE
注１：福利厚生とは社会保険制度を指す。
注２：2024年は推定値。
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メキシコでは、飼料となる小麦の生産が盛

んな北部に養豚地帯が広がるほか、豚肉輸出

に便利な西海岸や米国産飼料用トウモロコシ

の調達が容易なプログレソ港の近くも主要な

生産地であり、豚肉企業はこれらの地域に拠

点を置く（図14）。

前述の通り、メキシコ豚肉企業は価格優位

性の確保や冷凍におけるブラジル産の台頭

から、近年は冷蔵豚肉の生産に注力している。

そこで、長年、日本向け冷蔵豚肉の輸出を続

けているSOLES社（ソノラ州）と、ここ数

年で新たに冷蔵品の輸出を開始し、冷蔵豚肉

の輸出を拡大してきたKekén社（ユカタン

州）を訪問し、冷蔵豚肉輸出の課題や今後の

見通しについて伺った。

（１）SOLES社

SOLES社は、家族経営により、繁殖から肥

育、加工、販売まで行うインテグレーション企

業となっている（表５、写真６）。1997年末か

らいち早く日本向け輸出を開始しており、豊富

な冷蔵豚肉輸出の実績を強みとして、現在も

毎週複数コンテナを輸出している（写真７）。

自社農場では３サイト（注５）に分けて豚を飼

養しており、小麦、大豆ペースト、トウモロ

コシ、ソルガムといった飼料原料を、穀物価

格や栄養価に応じて配合割合を変更し、給餌

している。近年、PRRSの発生に伴い肥育豚

が大幅に減少したものの、年内には飼養頭数

４　日本向け輸出を行う豚肉企業の動向

SOLES社

Kekén社

図14　日本向け豚肉輸出を行う主な豚肉企業

資料：MPEAウェブサイトを基に著者作成
　注：MPEAの会員企業
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を回復させる見込みとしている。再発防止に

向けてワクチンの実証実験も行っており、現

在実証の最終段階となっている。

輸出に仕向けられる製品の90％が日本向け

となっており、その他、米国や韓国向けにも

輸出している。特に冷蔵豚肉については、日

本が求める品質水準に対応するため、担当者

はさまざまな工夫を行っている。工場の衛生

管理などの徹底に加え、時には日本の冷蔵庫

でも検品を行い、他社製品との違いを探りな

がら、さらなる高品質の製品作りを目指して

いる。検品作業では、段ボールの汚れや損傷

確認から始まり、肉のパッケージやドリップ、

色などの確認も行っている。また、冷蔵豚肉

の輸出にとって非常に重要な賞味期限の延長

の可能性も探っており、前向きな姿勢が見ら

れた。

今後の見通しとしては、メキシコ国内での

直営店舗の拡大などを目指しつつも、引き続

き日本とは安定した関係を築いていきたいと

の声が聞かれた。また、冷蔵豚肉の賞味期限

延長については、清掃などの衛生管理をさら

に徹底することで可能としている。

（注５）繁殖、育成、肥育の三つの生産段階に応じて豚舎を分け
る飼養方式。

表５　SOLES社の概要

SOLES社　～チルド製品のベテラン～

経営形態 家族経営、100％インテグレーション 輸出仕向けの割合 約３～４割
チルドの35％～ 40％

飼料 小麦をメインに大豆ペースト、トウモロコシ、
ソルガム、ビタミンＤ・Ｋなどを配合。 日本向けの割合 輸出品の90％

と畜頭数（上限） １日当たり2200頭 輸出コンテナ数 週10～ 12コンテナ程度

従業員数 約700人 日本への輸出実績 28年（1997年末～）

稼働時間 24時間
（８時間の３交代制） 日本向けチルド輸出の実績 約10年

加工場の温度
加工室：７℃
箱詰め→出荷準備：５～６℃
冷凍庫：-35℃

日本への輸出部位 ロース、モモ、バラ、ほほ肉

生産量 ４万5000トン 輸出向けチルドの賞味期限 60日

冷蔵品：冷凍品の割合 ８：２ と畜から工場出荷までの
所要時間 ３～４日（最短２日）

衛生面 ５Sの徹底
（整理、整頓、清掃、清潔、しつけ） 持続可能性やAWの取り組み例 ・スタニングはCO2を使用。

・�子豚が生まれたら母豚と隔離。

資料：SOLES社への聞き取りを基に機構作成

写真６　事務所外観
（GROLEはブランド名）

写真７　搬出されるコンテナ
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（２）Kekén社

Kekén社は、メキシコ国内で豚肉の生産

量、輸出量第１位を誇る、100％インテグ

レーション企業である（表６）。また、設備

の近代化により冷蔵豚肉の輸出も拡大してい

る。冷蔵豚肉の輸出は約２年半前から開始し

たものの、冷蔵輸出量では第１位となってい

る。

肥育豚の生産管理は３サイトシステムを導

入し、体重の変化に合わせてサイトを移動さ

せている。農場が他企業の農場と離れている

ことで疾病が入り込みにくいことが利点と

なっている。飼料は、輸入トウモロコシ（主

に米国産）を中心に、ソルガムなどを混合し

給餌している

食肉処理加工については、Uman（冷凍）、

Sahé（冷蔵）、Irapuato（冷蔵・国内）の

３工場を所有しており、年間で250万頭の

と畜加工を行う。中でもSahé工場は、20年

に火災に見舞われた後、22年に再建され、

設備も近代化されている（写真８）。と畜、

解体、加工、箱詰めまで同一施設内で行って

おり、すべてのコンベアに下から紫外線を

照射することで菌の増殖が起こらないように

している。

豚肉生産量の４割が輸出向けで、うち

50％が日本向け、18％が米国向け、そのほ

か韓国、アンゴラ、チリなどに輸出されてい

る（写真９）。輸出の75％が冷凍、25％が

冷蔵製品であり、日本向けの４割は冷蔵製品

が占める。また、輸出向けに付加価値を高め

る工夫の事例として、１）背脂肪の除去など、

細やかな作業を必要とする製品は別室で加

工、２）外食向けには、パン粉を付けて揚げ

るだけなど最終調理のみ行えばよい状態まで

加工、３）冷凍製品の場合、４℃から-10℃

に急速冷凍可能な機械を用いて鮮度を保持―

といった取り組みを行っている。日本向けの

輸出量のうち、10 ～ 15％がこのように付

加価値を高めた製品となっている。

今後の生産見通しとしては、現在の経営状

況や頭数などを勘案し、現状維持の見込みと

なっている。また、冷蔵豚肉の賞味期限につ

いては、工場から輸出先までのサプライ

チェーン全体の衛生管理を見直すことによ

り、延長可能としている。

表６　Kekén社の概要

Kekén社（Sahé工場）　～生産量、輸出量メキシコNO.1 ～
経営形態 企業経営、100％インテグレーション 輸出仕向けの割合 約４割程度

飼料 米国産トウモロコシ（ロシア産を使用する
こともある）にソルガムを混ぜ込む。 日本向けの割合 輸出向けの約半分

と畜頭数（上限） 週当たり２万3300頭 輸出コンテナ数 約22～ 24コンテナ

従業員数 2000人弱 日本への輸出実績 20年以上

稼働時間 16時間
（平日８時間２シフト、土曜日は１シフト） 日本向けチルド輸出の実績 約２年半（2022年～）

加工場の温度 加工室：２～４℃
枝肉カット：４℃ 日本への輸出部位

ロイン、リブ、ウデ、バックファッ
ト、シーズンドポーク、トンカ
ツ用のロース

生産量 ９万７千トン 輸出向けチルドの賞味期限 平均55日（50～ 60日）

冷蔵品：冷凍品の割合 25％：75％（輸出品） と畜から工場出荷までの所要時間 ２日程度

衛生面 全コンベアに下からUVライト照射。 持続可能性やAWの取り組み例 ・CLOVER LEAF認証。
・ユカタン保護区への植樹活動。

資料：Kekén社への聞き取りを基に機構作成
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写真９　キニートン
（ブランド名）

写真８　設備を近代化し再建されたSahé工場

コラム３　豚肉企業の直営店

　メキシコでは、食肉を精肉店で購入する人が多い。このため、豚肉企業は全国で直営店（ミー

トブティック）を経営しており、今回の現地調査で訪問したSOLES社とKekén社もそれぞ

れ店舗を展開している（コラム3－図）。両社とも、消費者に寄り添った店舗経営をするため、

店舗を構える地域の所得水準に合わせて、商品展開や店舗の造りを変えているという（コラ

ム3－表）。今後、北部を中心に８店舗を有するSOLES社は店舗数の拡大を、中南部に450

店舗を有するKekén社は、店舗の選択と集中をそれぞれ図っていくとしている。

é

コラム３－図　ミートブティック（直営店）の概要

資料：SOLES社およびKekén社への聞き取りを基に筆者作成

コラム３－表　購買層の所得水準に応じた店舗の戦略
所得水準 SOLES社 Kekén社

低い地域
安価な肉（肩、トンカツ用ロースをトリミングし
た切れ端、シーズンドポークなど）を中心に販売
している。

店舗は必要最小限のスペースで、ショーケースの
カウンターのみ設置し、冷房は備え付けられてい
ない。

高い地域
バラ、肩ロース、ヒレなどを販売している。
肩ロースはタコスのパストールに使用されること
から、日本よりも販売価格が高くなっている。

店舗は広く余裕のある造りで、カウンターのほか
にも陳列棚を設けており、冷房も完備している。

資料：SOLES社およびKekén社への聞き取りを基に筆者作成
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メキシコの豚肉消費量は、人口増加や所得

向上に伴い、今後も増加傾向で推移するとみ

られる。また、安価なモモ、ウデや肩に加え、

外食向けを中心にロインやヒレ、バラといっ

た高価格部位の消費も拡大が見込まれる。

国内消費と輸出向けの割合については、国

内販売価格の上昇に伴い、一部国内仕向けが

増加する傾向はみられるものの、日本向け輸

出は引き続き堅調に推移するとみられる。特

に、冷凍豚肉の輸出国としてブラジルが台頭

する中、メキシコは冷蔵に注力する意向であ

り、今後の輸出量増加やさらなる品質向上が

期待される。

一方で、日本がメキシコから安定的に輸入

を行うには、規格の要求水準と価格のバラン

ス、そしてサプライチェーンの安定性が課題

となるだろう。日本側が求める規格と価格が

合わなければ販売は難しいものの、豚肉企業

は厳しい規格水準を満たすため、従業員の研

修や設備投資を行っているほか、工数を減ら

すなどして、価格の面でも日本の要望に応え

ようとしている。サプライチェーンの課題に

ついては、船舶会社側の要因もあり、メキシ

コとしての管理は難しいものの、港湾整備や

賞味期限の延長を通じた改善の希望もあり、

今後、冷蔵豚肉に注力していくメキシコとの

継続的な関係が期待される。

５　おわりに
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